
 

 

横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備について（要請） 

平成３０年４月３日、在日米軍は、横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関し、２０２０

米会計年度としていた予定を１年以上前倒しし、今年の夏頃に配備すると発表した。さらに、４月

５日には、５機のＣＶ－２２オスプレイが横田基地に一時的な立ち寄りのために飛来した。 

オスプレイについては、平成２８年１２月の沖縄県におけるＭＶ－２２オスプレイの不時着水を

はじめ、国内外での事故や緊急着陸などが続いており、安全性への懸念がぬぐえない状況にある中

で、今回の突然の配備前倒しの発表により、基地周辺住民の不安が広がっている。 

配備前倒しの発表を受け、既に国に対しては、迅速かつ正確な情報提供等を求めているが、基地

周辺住民の不安を解消していくためには、詳細かつ丁寧な説明が行われる必要がある。 

ついては、次のとおり要請する。 

記 

 

国の責任において、ＣＶ－２２オスプレイの配備に関し、以下の事項について具体的な情報提供

を行うこと。 

 

１ ＣＶ－２２の配備に関し、スケジュール、人員体制、新規施設整備等について 

２ ＣＶ－２２の運用に関し、横田基地における訓練内容や飛行経路等について 

３ 安全の確保と生活環境への配慮に関し、これまでの日米合同委員会合意事項の遵守等について 

４ その他必要な事項について 
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